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は

じ

め

に

　
最
近
東
北
の

水
田

単
作
地
帯
を

調
査
し

て
、

し

み

じ

み
と

感
じ
た
こ

と

は
、

子
供
達
に

は

高
度
の

教
育
を

受
け
さ
せ

た

い

と

い

う
、

親
の

願
望
の

強

さ
で

あ
っ

た
。

農
家
の

両

親
た

ち
は

、

未
だ

小
。

中
学
生

、

あ
る

い

は

そ
れ

よ

り
幼
い

わ

が

息
子
や
娘
た

ち
に

は
、

せ

め
て

高
校
ま
で

出
し

て

や

り

度
い

し
、

出
来
れ

ば

大

学
ま
で

進
学
さ
せ

た
い

と
い

う
切
な
る

願
い

を
も
っ

て

い

る
。

恐
ら
く

、

日

本
の

津
々

浦
々

に

至
る

ま
で

、

こ

の

願
望
は

変
り

な
い

で

あ
ろ
う

。

新
し

く

変
革
さ
れ

つ

つ

あ
る

工

業
化
社
会
に

お

い

て
、

生

き
抜
い

て

い

く

為
の

命
の

綱
と

し
て

「

教
育
」

を
頼
み
に

し

て

い

る
こ

と
は

、

か

く

れ

も
し
な
い

事
実
で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
な

教
育
要
求
の

高
ま
り
を

、

端
的
に

あ
ら
わ

し
て

い

る
の

が
、

日

本
の

大
学
の

急
激
な
膨
脹
で

あ

る
。

文
部

省
の

統
計
（

第
−

褒
〜

第
8

表
・

第
−

図
〜

第
4
図

参
照
に

よ
れ
ば

、

昭
和
25
年
に

は
、

大
学
の

数
二

〇

一

校
、

学
生
数
二
二

万
五
千

人
（

女
子
学
生
は

七
・

七

％
）

短
期
大

学
一

四

九
校

、

学
生
数
一

万
五

千
人

（

女
子
学
生
は

三
八

・

九
％
）

に

過
ぎ
な
か

っ

た

の

に
、

昭
和
35
年
に

は
、

大
学
の

数
が

四
四

増
加
し

、

二

四
五

校
、

数
は

二
・

八

倍
に

増
加
し

、

六
二

万
六

千
四
〇
〇
人
（

女
子

学
生
は

、

・

七

％
）

短
期
大

学
は

約
二

倍
の

増
加

を
示
し

、

二

八

〇
校
に

増
え

、

表 1 高等教育男女入 学者数

区分
大 学入

学者数
　　（女）

大 学入　短大入

学者数　学者数
　　（男）　　 （女）

短大 入

学者数
　　（男）

昭和26
　　　 27
　　　 38
　　　 29
　　　303132333435363738394041424344

13 ，863

18．06620
，20720
，24619

，78919
，38120
，09621
，82424
，50828

，00832
，50934
，
18835

，47644
，23255

，03758
，49960
，51960
，585

96 ，392

111，782
115，626
116，221

119，802
121，700
126，281
133｝862
142，253

151〜614
168 ，616
181

，696
182，287
205 ，685

237，921
254 ，248
265 ，113
268 ，789

10 ，098

16，75118
，88321
，39822

，39021
，48822
，71825
，87829
，62532

，97039
，74344
，62044
，72863
，76388

，531
100 ，943
106 ，437
107 ，386

11 ，704

16 ，21617
，47516
，14613

，89512
，64512
，17012
，Qlll2
，69314

，30815
，87016
，79916
，34216
，80019

，52120
，32020
，92820
，738

学
一

学
生 三 生

（学校基本調査 ）
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高等教育男女卒業者数表 2

鑞
31323334353637383940414243444515 ，55116

，18016
，55115
，51716
，
44817

．69918
．39420
，65223
，66726
，26529

，81831
，76833
，27840
，80048
，769

92
，
31697

，44299
，
532

102 ，457
103

，
361

104
，280

1eg，759
117 ，827
125

，717
136

，084

148，461
155，650
161，350
177

，005
192 ，152

18
，09919
，69920
，63719
，75021
，04123

，79928
，56131
，83338
， 17942
，41342

，44760
，94184
，56194
，
89599

，518

13 ，01812
，20410
，459g
，447g
，
3609

，0949
，78710
，92812
，81613
，31512

，92413
，75415
，60516
，
19615

，285

（学校基本調査）

数
は
五
・

五

倍
と

な
り

、

八

万
三

千
五

〇
〇
入
（

女
子
学
生
は

男
子
学
生
を

上
廻
り

、

六
七

・

五
％
）

に

及
ん

だ
。

昭
和
45
年
に

至
っ

て

は
、

十
年
間
に

急
激
な

膨
脹
を

遂
げ

、

大
学
は
一

三
八

校
新
設
さ

れ
、

三
八

二

校
と

な

り
、

学
生

数
は
二
・

三

倍
、

一

四

〇
万
六
干
五

〇
〇
人
（

女
子
学
生
は
一

八

％
）

、

短
期
大
学
も
一

九
九
校
新
設

さ
れ

四
八
六

校
、

学
生

数
は

二

五

万
九
千
七
四

七

人
（

女
子
学
生
が

殆
ん
ど

を

占
め

、

八
二
・

七

％
）

と

な
っ

て

い

る
。

す

な

わ
ち

現
在
大
学、

短
期
大

学
の

在
学
生
総
数
は

、

大
学
院
生
を

除
い

て
一

六
七

万
人
に

上
っ

て

い

る
。

（

女
子
学
生
は

四
七
万
人
）

　
こ

の

よ

う
な

鰻
上
り
の

量

的
増
大
に

対
応
し

て
、

大
学
の

現
状
は

ど

う
で

あ

ろ
う
か

。

日
本
の

大
学
は

繁
栄
の

な
か

で

危
機
（

−
）

に

直
面
し
て

い

る

と
、

久
し

く

前
か

ら
警
告
さ

れ
て

い

た
に

も
か

か

わ
ら
ず

、

何
ら
積
極
的
な
改
革

学校の 推移 （大学）図 1

校

　　　昭和　昭 和 　昭 和 　昭 和　昭 和
区 分
　　　39年 40 年 41 年 42 年 43 年

昭 和　昭 湘
44 年　45 年

計
国立
公立

私立

291校 317校 346校 369校 377校 379校 382校

72　　　 73　　　 74
34　　　 35　　　 37
185　　　209　　　235

743925675　　　 75　　　 75
35　　　 34　　　 34

267　　　270　　　 273

（学校基本調査）

の

気
運
が

盛
り

上
っ

て

来
な
い

う
ち
に

、

学
生
運
動
の

大

旋
風
に

震
憾
さ
れ

た
。

学
園
紛
争
は

、

残
念
乍
ら

主
と

し
て

外
部
か

ら
の

鎮
圧
に

よ

り

収
拾
さ

れ
た
に

過
ぎ
ず

、

現
在
は

危
機
状
態
が

内
攻
し

、

益
々

深
刻
化
し

て

き
た

よ

う
で

あ
る

。

清
水

義
弘
（

2
）
が

、

亠
咼

等
教

育
の

再

建
に

関
す

る

提
言
の

な
か

で
、

「

大
学
に

は

無
知
と

怠
惰
と

が

支
配
し

て

い

る
」

と

述
べ

て

い

る

が
、

ま
さ
に

そ
の

感
を

深
く
せ

ざ
る
を
得
な
い

。

　
日

本
の

大
学
全
体
が

危
機
に

瀕
し

て

い

る

な

ら
ば

、

当
然
女
子

高
等
教
育
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も

運
命
を
共
に

せ

ざ
る
を

得
な
い

。

の

み

な
ら

ず
、

氷

年
徹
底
的
に

差
別
さ

れ
て

き
た

女
子

高
等
教
育
は

、

あ
る

時
は

等
閑
に

付
さ
れ

、

あ
る

時
は

利
用

4914正大

昭和 5
　 　 10
　 　 15
　 　 25
　 　30

　 　 35
　 　36
　 　 37
　 　 38
　 　39

　 　 40
　 　 41
　 　 42
　 　 43
　 　 44

　 　45

0．3　　4．7

0．6　 5．3
0．6　　5，4
0．8　　6．5
1．2　 11．1
3．1　 14．5

4．1　 16．4
5．7　 21 ．2
6．5　 22。4
5．6　 18．8
6．3　 2LO

7．4　 22 ．8
8．9　 24．5
9 ．7　 24．6
9．8　 24 ．3
10．1　 25 ．0

10．7　　27．0

5．05

．56
．57
．49
。01L611

．311
．813
．414
．516
．117

．7

　　 高等教 育（1） 高等教育機関

　　　　在 学 者 数 　戦前……高等学校 、 専門

　　　 該当年令人 口
・　 学 校、 大 学 、 高 等 師

　　　　　　　　　　　 範 、 師範学 校 、 青年師

　　　　　　　　　　　 範学校 、 臨教
15．5
　　　　　　　　　　 戦後……大 学 、 短大 、 高

驪 　 　 　 　専 （4、
5 年高）

18．422
．1 高等教育（2）

27・9　 大 学 。短大 入学者数

搬 ・鞴 の 中学轢 翻

ll：莠
26 ．629

．2

〔文部省一 日本の 教育統計 （明治〜昭和）昭和46年 4 月〕

さ
れ

、

ま

た
あ
る

時
は

「

良
妻
賢
母
」

の

美
名
に

か

く
れ

て
、

忍
従
と

犠
牲

を

強
い

ら

れ
、

人
間
と
し
て

能

力
の

発
揮
す
ら
阻
ま
れ

て

き
た

と

い

う

歴
史

を
も
つ

だ

け
に

、

そ
の

直
面
す
る

危
機
は
、

一

層
複
雑
で

あ

り
深
刻
で

あ
る

と
い

わ

ざ
る
を

得
な
い

。

殊
に

最
近
中
教
審
に

よ

る
「

第
三
の

教
育
改
革
」

と
銘
打
つ

答
申
が

出
さ

れ
、

女
子

高
等
教
育
は
一

層
混
迷
を

増
す
ば
か

り

で

あ
る

。

と
い

う
の

は
、

戦
後
の

民
主
教
育
の

育
て

の

親
で

あ
る

中
央
教
育
審

議
会
長
自
身
が

、

自
己
批

判
的
に

、

耳
を

疑
ぐ
り
た

く
な
る

よ

う
な

重
大
な

発
言
を

行
っ

て

い

る
。

（

3
）

「

教
育
に

は

そ
の

国
の

国
柄
に

即
し
た

伝
統
と

い

う
も
の

が

ど
う
し
て

も
必
要
な
の

だ
。

そ
の

伝
統
を

無
視
し

て
、

ア

メ

リ

ヵ

表 4　 学校種別女子在学者の 割合

鴎 鸚
　　　　　　高等師 教員養 実業専
覊 蝉　　　　　　範学 校 成機関 門学校

大 正 4

　 　 9

　 　 14

昭和 5

　 　 10

　 　 15

　 　 20

32．0　　4，3　 0 ．e3

33．2　　　6．9　　0．01

32．7　　16．0　　0．05

31．8　24．9　0．1

35 ．0 　 23．2　 0 ．3

36．6　24．0　0．3

31 ．5　 29．4 　 0．2

39．5　　50．6

37．2　　49。7

33。6　　16。2

32．4　　8，4

32 ．8　　8 ．4

31．9　12．7

30．O　　l7．6

0．50

．50

．20

．50

．60

．61

．5

専高大

・

短学大分区

1．11

．5

38，954

．067

．574

．882

．7

7．712

．413

．716

．218

、σ

昭和 25

　　　30

　　　35

　　　 40

　　　45

〔文部省
一

日本の 教育統計 （明治 〜 昭和）

昭和46年 4 月〕
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学校数の 推移 （短期大学）図 2

校

昭和34　35　 36　 37　 38　 39　40　 41　42　 43　4445年

昭和 　昭 和　昭和　昭和　昭和 　昭 昭　昭和
39年 40年 41年 42年 43年 44年 45年

339校 369校 413校 451校 468校 473校 486校

分区

計

23432243234323412439

4204084e2387350

嬲

如

鋤

2940270立

立

立

国

公

私

式
の

民
主
教
育
を

押
し
つ

け
ら
れ

た
。

文
相
と

し

て

抗
議
し

て
も
『

民
主
主

義
は

、

人
類
普
遍
の

原
理
だ

か

ら
、

国
柄
や
伝
統
は

関
係
な
い
』

と

つ

っ

ぱ

ね

ら
れ
た

。

」

戦
後
の

旧

体
制
の

崩
壊

、

そ
れ
に

引
続
く

第
二
の

教
育

改
革

に

原
点
を
も
と

め

る
女

子
高
等
教
育
は

、

再
び
こ

こ

に
一

八

〇
度
の

旋
回

を

迫
ま

ら
れ
つ

つ

あ
る

よ

う
で

あ
る

。

　
し
か

し
歴

史
の

テ

ン

ポ
は

速
く

、

今
や
世
界
は

、

脱
工

業
化

社
会
に

進
展

し
よ

う
と
し

て

い

る
。

わ
が

国
で

は

企

業
優
先
主
義
で

人
間
を

犠
牲
に

し

つ

つ
、

高
度
経
済
成
長
を

遂
げ
て

来
た

。

こ

の

過
程
で

最
も
痛
切
に

そ
の

ひ

ず

（学校基本調査）

み
を

受
け
て

い

る

の

は

婦
人
で

あ
る
と
い

っ

て

も
過
言
で

は

あ

る

ま
い

。

と
い

う
の

は

企

業
は
、

低
賃
金
に

ょ

る

雇

用
、

不

熟

練
単

純
労
働

、

合
理

化
使
い

す
て

政
策
の

対
象
と
し

て

婦
人
労

働
を

駆
使
し
て

い

る
。

し

た

が
っ

て
、

婦
人
の

雇
用
の

増
大
は

婦
人
の

地

位
の

上
昇
と

は

直
線
的
に

つ

な

が

る
ど

こ

ろ
か

、

む

し

ろ
婦
人
の

地
位
の

停
滞
あ

る
い

は

低
下
を

招
き

、

婦
人
の

職

業
を
一

層
産
業
に

従
属
さ
せ

る

結
果
と

な
っ

て

い

る
。

（

4
）

こ

の

こ

と
は

、

女
子
の

教

育
水

準
の

量
的
上
昇
、

殊
に

高
等
教
育
に

お

け
る

女

子
学
生
の

画
期
的
増
加
と

い

う

客
観
的

事
象
と

ど
の

よ

う
に

結
び
つ

く
で

あ
ろ

う
か

。

こ

の

よ

う
に

矛
盾
と

混
迷
の

さ

中
に

お

か

れ

て

い

る

女
子
高
等
教
育
に

つ

い

て
、

い

く
つ

か

の

問
題
点
を
取
り

上
げ

、

社
会
学
的
に

考
察
を

試
み

度
い

と

思

う
。

2
　
女
子
高

等
教
育
の

軽
視

る
か

に

つ

い

て

論
ず
る
ま
で

も
な
い

が
、

同
権

、

教
育
の

機
会
均
等
と
い

う
民
主
主

義
の

原
則
に

立
っ

て

い

る

現
行
の

教
育
制
度
下
に

お
い

て

女

子
高
等
教
育
が

ど
の

よ

う
に

扱
わ
れ

て

い

る

か

を

改
め

て

認
識
し

て

み
た
い

。

　
昭
和
46
年
度
短
期
大
学
一

覧
（

文
部
省
学
術
局
技
術
教
膏
課
）

に

よ

る

と
、

短
期
大
学
数
は

四
八
六

校
に

増
加
し

て

い

る

が
、

驚
く
こ

と

に

は

国
立

女

子
短
期
大

学
は

皆
無

で

あ

る
。

二

十
三

校
の

国

立
短
大
は

、

工

業
、

経

済、

商
科

、

電
気
通
信

、

工

芸
、

医
療
技
術
な
ど
で

あ
り

、

共
学
制
を
た
て

今
更
い

か

に

女
子

高
等
教
育
が

冷
遇
さ
れ

、

軽
視
さ
れ
て

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一

応
た

て

ま

え
と

し

て

は
、

男
女
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学生数の 推移 （大学）図 3

甲

甲

人万

蜘

　
珈

　
m

　
　　

40

o

露
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寧

昭和3435 　　36　　　37　　38　　　39
　

40　 41　 42　 4344 年

ま
え
と

し
て

い

る

の

で
、

僅
か

な
が

ら
そ
れ
ら
の

国
立
短
大
に

在

学
す
る
女

子
学
生
は
あ
る

が
、

一

＝
二

〇
名
に

過
ぎ
な
い

。

こ

れ
は

短
期
大
学
に

在
学

す
る

女
子
学
生
総
数一

二

万
五
千

名
の

○
・

五

％
に

し
か

相
当
し
な
い
。

公

立
は

四

十
三

校
中
十
七

校
が

女
子

短
大
で

あ
り
、

文
科

・

家
政
科
・

保
育
科

看
護
科
な
ど
を

設
置
し
て

い

る
。

私
立
女
子

短
大
は

二
八

五

校
の

多
数
に

上

り
、

こ

れ

ら
の

短
大
お

よ

び

共
学

制
を

と
っ

て

い

る

他
の

私
立
短

大
に

在
学

す
る

女

子
学
生
の

総
数
は

二

〇
万
二

千

四

百
人
で

あ
り

、

九
四

％
が

私
立
短

大
に

在
籍
し

て

い

る

こ

と
に

な

る
。

表 5 学 生 数 の 推 移 （大学）

召和39年　昭和40年　　昭和 41年 　　昭和 42年　　昭 和43年　　昭昭 44年

852
，572　　　937，556

718
，968　　　785 ，437

133 ，604　　　152， 119

225 ，4 6　　238
，
380

185．740　　195，724
39

，666　　　44 ，656

35，923　　　　38 ，277
28 ，747　　　30 ，336

　 7 ， 176　　　　7 ，941

591，243　　　660 ，899
504 ，481　　559，377
86

，
762　　　101，522

1 ，044 ，296
　 866，881
　177 ，415

　256 ，603
　210 ，106
　 46，497

　 42 ，539
　 33．413
　 　 9．126

　745，
154

　623，362
　 121，792

1 ，160 ，425
　 957，205
　203

，
220

　 274，858
　224，464
　 50 ，394

　 45 ，
350

　 35
，003

　 10，347

　840，
217

　697，738
　 142，479

1 ，270 ， 189
1 ，041 ，891
　228

，298

　291
，
345

　237 ，480
　 53 β65

　 48，412
　 36，892
　 11

，520

　930 ，432
　767 ，519
　 162，913

1
，
354

，827
1

，110，859
　 243 ，968

　 302
，022

　246
，351

　 55 ゲ671

　 50 ，078
　 37

，993
　 12，085

1，002 ，727
　826

，
515

　 176
，
212

表 6 女 子 学 生 の 割 合 （大 学） ％

雪和39年　　昭和 40年　　昭和 41年　 昭和 42年　 昭和43年　　昭和44年

15。717
．620
．014
。7

16．217
．920
．715
．4

17．018
．121
．516
．3

17．518
．322
。817
．0

18．018
．523
．817
．5

18．018
．424
．117
．6

（学校基本調査）
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人万

45年434241釦3938訂3635昭和34

　
こ

の

統
計
を

見
て

も
女
子

高

等
教
育
の

半

分

を

占
め

る

短

期

大

学

に

対

し

て
、

大
部
省
が

い

か

に

冷
や
か

で

あ
る

か

が

分

る
。

女
子
教
育

は
、

出
来
る

だ

け

国
費
を

用
い

な
い

で
、

私
立

任
せ

に

し
て

お

け

ば
よ

い

と

い

う

安
易
な

文
教

政
策
が

支
配
し

て

い

る
。

短
期

大
学
創
設
以

来
二

十
年
の

歳
月
を

経
て
、

爆
発
的
に

増
加
し
た

女
子
の

短
期

大
学
入

学
者
の

た

め

に
、

国
費
を

投
じ
て

短
期
大
学
を

整
備
し

、

内
容
を

充

実
さ
せ

よ
う
な
ど
と

い

う

努
力
は

さ
ら
さ

ら

見
ら
れ

な
い

。

教
育
の

長
期
計

画
か

ら
は

、

女
子
教
育
は
は

ず
さ
れ
て

い

る

こ

と

が

緩
々

あ
る
。

経

済
の

高

度
成
長
を
推

進
す
る

為
に

、

い

か

に

未
開
拓
の

女
子
潜
在
労
働
力
を

、

チ

ー

プ
レ

ー

バ

ー

の

供
給
源
と
し

て

利

用
し

よ

う

か

と

い

う
こ

と

は

考
慮
し
て

も
、

変
貌
す
る

社
会
に

お

い

て
、

そ
の

半
数
を

占
め
る

婦
人
の

演

ず
る

役
割

学 生 数 の 推 移 （短期大学）表 7

昭和 39年　昭和40年　昭 和41年　昭和42年　昭和 43年 　昭和 44年 昭和 45年

127
，90436
，77991
，1258

，4717
，936

　　53513

，226
　　4，828
　8

，398

106　，20724
，01582
，192

147，56337
，
175

110
，3888

，0607
，506

　　55413

，6034
，8608
，743

125，90024
，809

101，091

194，99741
，059

153
，938

　　8 ，172
　　7 ｝547
　　　 62514

，887
　 5 ．067
　9 ，820

171 ，93828
，445

143，493

234 ，74843
，954

190
，
794

　　8 ，496
　　7 ，810
　　　　68615

，7224
，93010
，792

210 ，53031
，214

179，316

255，26245
，898

209
，
364

　　9 ，274
　　8 ，

271
　　1，00315

，928
　　4 ，77011

，158

230 ，06032
，857

197　，203

263 ，36246
，761

216 ，601

　　9 ，768
　　8 ，620
　　1 ，14816

，274
　　4 ，75111

，523

237 ，32033
β90

203 ，930

259，74744
｝784

214 ，963

　　9 ，648
　　1 ，518
　　1 ， 13015

，807
　　4 ，

37411
，433

234，29231
，892

202 ，400

表 8 女子学生の 割合 （短期大学） （％）
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の

性
質
も
ま
た

変
り
つ

つ

あ
る

と
い

う
認
識
を

欠
き
、

多
様
化
す
る

役
割（
5

）

を
ど
の

よ

う
に

統
合
さ
せ
て

い

く
か

と
い

う
こ

と

を

教
育
と

結
び
つ

け
て

い

く
努
力
を
怠
っ

て

い

る
。

　
大
学
教
育
は

、

た

と
え
ば

短
期
大
学
で

あ
ろ

う
と

も
、

莫
大
な

資
金
を

要

す
る

仕
事
で

あ
る

筈
で

あ
る

が
、

奇
妙
な
こ

と

に

「

女
子
短
大
の

経
営
は

も

う
か

る
（

6
）

」

と
か

、

女
子
短
期
大
学
は

ド
ル

箱
（

7
）

で

あ
る
と
い

う

う
そ
の

よ

う

な
本
当
の

話
を

耳
に

す
る

。

教
育
が

営
利
的
企
業
に

堕
し
て

し
ま
っ

て

は
、

女
子

高
等
教
育
の

軽
視
ど
こ

ろ
の

間
題
で

は
な
い

。

女
子
短
大
の

経
営

を

投
資
効
率
の

高
い

事
業
と

し
て

手
段
視
す
る

こ

と
に

何
ら

問
題
を

感
じ

な

い

点
に

問
題
が

あ
る
と
い

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

教
育
に

ょ

り
利
潤
を

あ

げ
る

と
い

う
の

は
ど

う
い

う
こ

と
で

あ
ろ

う
か

。

恐
ら
く

施
設
設
備
が

劣
悪

で

あ
る

か
、

内
容
が

貧
弱
で

あ
る
か

、

教
授
に

対
す
る
待
遇
が

不
十
分
か
、

学
生

対
教
授
の

数
の

比

率
が

極
め

て

高
い

か
、

あ
る

い

億

学
生
の

両

親
か

ら

必

要
以
上
に

教
育
費
を

徴
収
し
て

い

る

な

ど

の

理
由
に

よ

る
も
の

で

あ

ろ

う
。

九
四

％
の

女
子
学
生
が

私
立
短
大
に

在
学
し

、

僅
か

六
％
足
ら

ず
の

女

子
が

国
公
立
短
大
に

在

学
す
る

と
い

う
異

例
な

わ
が

国
の

実
憐
（

ア

メ

リ

カ

　
　
　
　
　
　
ン

ニ

ニ

ア

カ
レ

ツ

ジ

合
衆
国
で

は
、

短
期
大

学
、

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

・

カ

レ

ッ

ジ

を
含
め

た
二

年
制

大
学
に

在

学
す
る

六
〇
万
人
の

女
子
学
生
の

う
ち

、

八

九
・

二

％
が

州
立

、

市

立
に

、

一

〇
・

八

％
が

私
立
に

在
学
す
る

。

ー
一

九
六

七
年
調
（

8
）

）

、

し

か

も

も
う
か

る

経

営
と

は
、

背
筋
が

寒
く
な
る

思
い

で

あ

る
。

高
額
の

入

学

金
と

授
業
料
を

払
わ
な
け
れ

ば

短
期
大
学
に

入

学
出
来
な
い

と
な
れ
ば

、

富

裕
階
級
の

女
子
に

限

定
さ

れ
、

教
育
の

機
会
均
等
の

原
則
は

ふ

み
に

じ
ら

れ

る
。

高
等
教
育
機
関
へ

の

入

学
率
が

年
に

上
昇
し

、

昭
和
45
年
に

は
、

該

当

年
令
人
ロ

の
一

七
・

七

％
が

進
学
し

、

や
が
て

は
、

短
大
進
学
が

女
子
に

と
っ

て

普
通
教

育
に

な
ら
ん

と
し

て

い

る

時
に

、

文
教
当
局
の

無
責
任
さ
と

怠
慢
を

責
め

る
と

共
に

、

営
利
主
義
に

傾
斜
し

勝
ち
な

短
大
経
営
者
の

猛
省

を

促
し

た

い
。

　
こ

の

よ

う
に
、

制
度
的
に

も
、

文
教
政
策
上

も
、

殆
ん

ど
無

視
さ
れ

、

経

営
上
か

ら
は

利
用
さ
れ

勝
ち

な

短
期
大

学
に

お

い

て
、

女

子
学
生
の

割
合

は

年
々

上

昇
し

て

い

っ

た
。

創
設
当
時
の

昭
和
25

年
に

は
、

三
八
・

九
％
で

あ
っ

た

女

子
学
生
は

、

昭
和
30
年
に

は

過
半
数
と

な
り
五
四

％
、

昭
和
35
年

に

は

六

七
・

五

％
、

昭
和
45
年
に

は

八
二
・

七

％
に

上
り

、

男
子

学
生
は

僅

か
一

七
・

三

％
を

占
め

る

に

過
ぎ
な
い

。

こ

れ
は

現
在
の

四

年
制
大
学
の

男

女
比
の

逆
で

あ
り

、

昭
和
45
年
に

お

い

て

も
、

大
学
に

は

男

子
学
生
が
八

二

％
を

占
め
、

女

子
学
生
は

僅
か
一

八

％
に

過
ぎ
な
い

。

こ

れ

を
ア

メ

リ
カ

合

衆
国
の

男
女
の

比

率
に

比
べ

る
と

、

四
年
制
大
学
女

子
在
学
者
は

二

百
二

十

万
四
千
三

百
十
六

名
で

あ

り
、

女
子
四
〇

・

五

％
に

対
し

男
子
五

九
・

五

％

に

な
ρ

て

い

る
（

9
）

（
一

九
六
七

年
秋
学
期
）

わ
が

国
で

は
一

見
女
子
の

高
等

教
育
機
関
へ

の

進
学
率
が

男
子
に

近
づ

い

て

来
た
か

の

印
象
を

与

え

て

い

る

が
、

実
質
的
に

は

短
期
大
学
へ

の

入

学
者
一

〇
万
七

干
三

百
八

十
六

名
に

対
し

、

大

学
へ

は

六

万
五

百
八
十
五

名
で

あ
り

（

昭
和
44
年
）

、’

二

〇
年

前

の

男
子
大
学
者
数
に

も
及
ぼ
な
い

。

そ
の

上
最
近
の

女

子
学
生

増
加

率
を

抑

制
す
る
た
め

、

女
子

学
生
の

締
出
し
を

行
っ

て

い

る

大
学
す
ら
あ

る
。（
−o
）

3

女
子

学
生
 

社
会
的
イ
メ
監
ジ

　
昭
和
37
年

、

女
子

学
生
の

数
が

急
増
し

た

頃
か

ら
女
子
高
等

教
育
に

関
す

る

論
議
〔

11
）

が

盛
ん

に

行
わ
れ

る

よ

う
に

な
っ

た
。

｝，
女
子
学
生

世
に

は

ば
か

る

1
彼
女
ら
の

目
的
は

何
か
（

12
）

」

と

い

う

婦
人
公
論
の

記
事
を

皮
切
り
に

、
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「

大
学
女
禍
論
（

協
）

」

が

と
び
出
し

、

マ

ス

コ

ミ

が

エ

れ

ら
の

主
張
を
セ

ン

セ

ー

シ

ョ

ナ

ル

に

解
釈
し
て

、

「

女
子
学

生
亡

国

論
」

な
る

言

葉
を
つ

く
り

上
げ
た

。

す
る

と
た

ち
ま

ち
こ

れ

ら

の

主

張
に

対
し
て

反

論
が

起
り

、

「

女

子
学
生
興
国

論
（

14
）
」

と

か
、

「

女
子
学
生
の

増
加
を

喜
ぶ
（

15
）

」

な
ど
の

記

事
が
誌
上
を

賑
わ

し
た

。

と
こ

ろ

が

引
き
続
き

出
さ
れ
た

「

女
子
大

学
は

こ

れ
で

い

い

の

か

ー
使
命
感
が

正
し

く
理

解
さ

れ

て

い

な
い

…
（

16
＞

」

の
一

文

が
、

ま
た

「

女
子
大

学
無
用
論
」

と
し
て

大
げ
さ
に

宣

伝
さ

れ
る

結
果
と
な

っ

た
。

　
こ

れ

ら
の
一

連
の

表
現
か

ら
分
る
よ

う
に

、

女
子
学
生
に

対
す
る

社
会
的

イ
メ

ー

ジ
は

、

半
ば

揶
揄
的
な

要
素
を
含
ん

で

極
端
な

形
で

送
り
こ

ま
れ
て

く

る

傾
向
が

あ
る

。

万
を

以
て

数
え
る

女

子

学
生

は

実
は

干

差
万

別
で

あ

り
困

そ
の

申
に

は

男
子
の

学
生
に

伍
し
て

勝
る

と

も
劣
ら

ず
学
問
研
究
に

励

む
女
子
学
生
も
あ

れ
ば

、

一

部
の

男
子
学
生

と
同
様
無
目

的
無
自
覚
に

ず
る

ず
る
と

大
学

生
活
を

送
る

女
子
学
生
も
あ
る

。

し
か

し

奇
妙
な
こ

と
に

は
、

何
故
男
子
学
生
亡

国
論
と

か
、

男
子
学
生

興
国

論
が

論
議
さ
れ
な
い

で
、

女

子
高
等
教
育
の

み
が

批
判
の

対
象
に

な
る
の

で

あ

ろ

う
か

。

　

「

女
子
学
生
亡

国
請
」

や

「

大
学
女
禍
論
」

「

女
子
大

学

無
用

論
」

の

論

点
を
整
理
し
て

み
る
と

第
一

に

は

女

子
学
生
の

急
増
に

よ

り

学
問
的
レ

ベ

ル

が

低
下
し

、

学
問
研
究
を

発
展
継
承

さ
せ

る

人
材
の

養
成
が

困

難
に

な
っ

た

こ

と
、

第
二

に

は

大
学
で

学
ん

だ
も
の

が

社
会
的
に

還
元
さ
れ

ず
に

失
わ
れ

て

い

く

恐
れ

が
あ

る

こ

と
、

第
三
に

は

女
子
学
生
の

経
済
力
に

限
度
が
あ

り
、

私
立
大
学
を

財
政
的
に

支
え
る

助
け
に

な

り

難
い

と

い

う
点
で

あ
る

。

こ

れ

ら
の

論
議
が

的
確
な

も
の

で

あ
る

か

否
か

を
こ

こ

で

論
ず
る

意
図
は

も

た
な
い

が
、

小
久
保
明
浩
の

指
摘
す
る

よ

う
に

「

女

性
が

現
在
置
か

れ
て

い

る
立

場
を

正
当
に

理
解
し

、

彼
女
た

ち
を
と
り
ま

く

厚
い

壁
を

破
っ

て

い

く

方
法
を
こ

の

中
か

ら
模
索
す
る

と
い

う
課
題
と
し

て

考
え

る

べ

き

で

あ

ろ

う
。（
17
）

L

と
い

う
、

不

毛
に

終
ら
な
い

論
議
を

展
開
し
て

い

く
べ

き
で

あ

ろ

う
と

考
え

る
。

　
更
に
　

歩
退
い

て

こ

の

聞
題
を

冷
静
に

考
え

て

み
る
と

、

女
子
高
等

教
育

は

真
空

管
の

中
で

機
能
し

て

い

る
の

で
は

な

く
、

幾
星
霜
を

経
て

出
来
上
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

コ

シ

ヤ

ル

シ

ス

テ

ム

た

日

本
社
会
の

し

く
み
の

中
で

、

複
雑
に

か

ら

み
合
う

社
会
体
系
の

ひ

ず
み

と

関
連
し

つ

つ
、

そ
の

文
化

を

反
映
し

て
，

文
化
の
一

部
分
と

し
て

成
立
し

て

き
た

も
の

で

あ
る

。

日

本
の

教
育
の

底
流
と

し

て

未
だ

根
強
く
残
っ

て

い

る
男
女
差
別

、

男
性

中
心

主
義

、

良
妻
賢
母

主
義
が

、

い

く
ら
民
主
主
義
の

オ

ブ

ラ

ー

ト

に

包
ま
れ
て

も
、

た

え

ず
変
形
し

て
、

言
葉
の

表
現
の

端
々

に

あ
ら
わ

れ
て

く
る

の

で

あ
ろ
う

。

こ

の

よ

う
な
女
子
学
生
に

対

す

る

否

定

的
、

批
判
的
見
方
を

変
え

、

イ

メ

ー

ジ
ア
ッ

プ
す
る

に

は
，

勿
論
女
子
学
生

側
の

主
体
的
努
力
も
必

要
で

あ
る
が

、

社
会
の

し

く
み
が

変
革
さ
れ

な
い

限

り
、

実
現
は

困
難
で

あ

ろ
う

。

　
「

女
子
学
生
亡

国
論
」

が

や
や
下
火
に

な
っ

た

頃
、

再
び

「

男
ら
し

さ
」

「

女
ら
し

さ
」

が

強
調
さ
れ

始
め
て

、

「

婦
人
の

特
性
の

伸
長
」

「

男
女
の

特

性
に

応
じ
た

教
育
（

8ー
）

」

が

打
ち

出
さ
れ
た

。

こ

の

背
景
に

は

教

育
水

準
の

上
昇
に

よ

り
経
済
の

高
度
発
展
を
推
進
す
る

為
の

年
少
労
働
力
の

不
足
と
い

う

事
態
が

存
在
す
る

。

年
少
労

働
力
の

代
替
的
役
割
を

担
う
も
の

と
し
て

、

中
高
年
層
の

婦
人
労
働
力
の

需
要
が

高
ま
り

、

彼
女
達
が

低
賃
金
に

よ

り

職

場
に

駆
り
出
さ

れ
る
よ

う
に

な
っ

た
。（

19
）

技
術

革
新、

高

度
経

済
成
畏
に

よ

り
、

家
庭
に

も
社
会
に

も
画

期
的
な
変
化
が

も
た
ら

さ
れ

、

婦
人
の

役
割

は

多
様
化
し

、

相
互
に

矛
盾
す
る

要
素
を

孕
ん

で

い

る
に

も
拘
ら

ず
、

昔
な
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女子高等教育の 社会学的一考察

が

ら
の

「

女
ら
し
さ
」

を
強
調
す
る

教
育
に

よ
っ

て
、

産
業
界
の

要
請
を

満

た

そ
う
と

試
み
て

い

る
。

「

女
性
の

天
職
は

家
事
育
児
に

あ
る
」

と
い

う

定

り

文
句
を
巧
み
に

使
い

わ

け
て

、

あ
る

時
は

女
性
を
職
場
か

ら
追
放
し

、

あ

る

時
は

女

性
を
職
場
へ

収
奪
し

て

い

る
。

短
大
・

大
学
卒
の

女
子
を

含
め

た

若
い

女
性
に

対
し

て

は
、

短
期
間
雇
用
を
た
て

ま

え
と
し
て

、

若
年
定
年
制

を

採
用
し

、

結
婚
退
職

・

姙
娠
退
職

・

出
産
退
職
を
当
然
の

こ

と
と
し

て
，

「

働
く

母
親
は

家
庭
に

帰
れ
」

「

育
児
こ

そ
天

職
」

と

呼
び
か

け

て

い

る
。

一

方
中
高
年
層
に

対
し
て

は
、

「

家
庭
に

ね
む
っ

て

い

る

婦
人
の

能
力
を

社

会
の

た

め
に

生
か

し
ま
し

ょ

う
（

20
）

」

と
相
互
矛
盾
を

起
こ

さ
せ

る
よ

う
な

ス

ロ

ー

ガ
ソ

を

掲
げ
て

、

低
賃
金
に

よ

る

雇
用
の

供
給
源
で

あ
る

中
高
年
層

を

あ
ま

す
と
こ

ろ
な
く

職
場
に

引
き

寄
せ

て

い

る
。

　

も
ろ

さ
わ
よ

う
こ

は
、

（

21）
「

『

男
ら
し
さ
』

『

女

ら
し

さ
』

は
、

男
女
の

人

間
性
を
は
ぐ

く
む

も
の

で

あ
る
よ

り
、

男
女
差
別
を
た

く
み
に

ご

ま
か

す
も

の

で

あ
り

、

そ
れ
は

体
制
安
泰
の

配
慮
と
わ
か

ち
が
た
く

む
す
び
つ

い

て

い

る
」

と

鋭
く

核
心

を
つ

い

た

発
言
を
し
て

い

る
。

文
部
省
は

、

高
校
教
育
課

程
改
善
案
の

答
申
に

よ

り
「

女
は

女
ら
し

く
」

と

い

う
趣
旨
で

、

昭
和
48

年

度
か

ら
、

高
等
学
校
に

お
い

て

家
庭
科
を
必
修
に

し
、

女

子
を

再
び

良
妻
賢

母
主
義
教
育
の

鋳
型
に

は

め

こ

も

う
と

す
る

意
図
を
表
明
し
て

い

る
。

そ
し

て

そ
の

延
長
線
上
に

短
期
大
学
を

、

そ
し

て
一

部
の

女
子
大

学
を
位
置
づ

け

て

い

る
こ

と
は

明
白
で

あ
る

。

男
女
同

権
の

民

主
的
原
則
も

教
育
の

面
で

は

空
洞
化
し

か

か

っ

て

い

る
時
に

「

女
性

上
位
時
代
」

な

ど
と
お

だ

て

上

げ
、

淡
い

マ

イ
ホ

ー

ム

主
義
的
ム

ー

ド

を

漂
わ
せ

た

良申
婁
腎ハ
母」
王

義
教
育
は

、

産

業
界
に

と

っ

て

は

好
都
合
な

教
育
方
針
で

あ
る

。

短
大
卒
の

女
子
や

多
く
の

大
学
卒
の

女
子
を

安

い

初
任
給
で

雇
い

、

半
人
前
の

補
助
的
な

仕
事
に

就

け
、

や
が

て

昇
給
す
る

頃
に

は
、

若
年
定
年
制
に

よ

り
退
職
さ
せ

、

た
え
ず

新
陳
代
謝
を

盛
ん

に

し
て

企

業
の

効
率
を

高
め
る

の

で

あ
る

。

私
立

短
大

、

私
立

女
子
大

学
の

卒
業
生
の

多
く
は

、，

結
婚
後
も
自
立
し
て

働
か

な
け

れ
ば

生

活
出
来
な
い

層
の

人
は

少
く

、

結
婚
退
職
に

疑
問
を

抱
か

ず
、

職

場
を

去

っ

て

い

く

人
が

多
い

。

そ
の

後
結
婚
生
活
十
年

、

十
五

年
た
ち

、

主

婦
の

学

力
が

中
学
卒
ま

た

は
そ
れ

以
下
に

低
下
し

た
時
、

不
熟
練
単
純
作
業
に

再
び

女
性
を
狩
り

出
す

計
画
で

あ
る

。

な
ぜ

な
ら
ば
日

本
の

企

業
は

、

女

子
の

チ

：

プ
レ

ー
パ

ー

な

し
に

は

成
立
出
来
な
い

か

ら
で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に

し

て

み
る
と

、

女
子
学
生
は
こ

う
い

う
も
の

で

あ
る
と

い

う

イ
メ

ー

ジ

作
り
の

推
進
役
は

、

産
業
界
で

あ
る

と
い

う
結
論
が

引
き
出
せ
そ

う
で

あ
る

。

産
業
界
の

要
請
は

教
育
体
系
を

強
く

支
配
し

、

社
会
構
造
の

中

に

が
っ

ち
り
と

組
み
こ

ま
れ
て

い

る
。

女
子

学
生
は

こ

う
で

あ
る

。

あ
る

い

は
こ

の

よ

う
に

行
動
す
る
で

あ
ろ

う
と

い

う

社
会
的
期
待
に

応
え
て

彼
女
た

ち
は

行
動
す
る

。

人
間
の

行
動
は

、

そ
れ
を
と
り
ま

く

諸
々

の

社
会
体
系
が

絡
み

合
っ

て

い

る

中
で

、

他
者
と
の

相
互
交
渉
の

プ
ロ

セ

ス

の

う
ち
に

創
り

出

さ
れ
る

イ
メ

ー

ジ
が

、

個
人
々

々

に

反
映
し

、

行
動
に

影

響
を

与
え

る

の

で

あ
る

。

申
学
三

年
ま
で

は
、

恐
ら
く
男
女
間
の

学
力
差
な
ど
を

意
識
し

な

い

の

に
（

22
）

、

高
校
・

大
学
へ

と
進
学
す
る

う

ち

に
、

社
会
も
教
師
も
家
族

も
ま
た

本
人
ま
で

が
、

い

つ

の

間
に

か

女
子
は

短
大
ぐ

ら
い

が

適
当
で

あ

ろ

う
と

思
い

こ

む
よ

う
に

な

る
。

そ
し

て

女
性
ら
し

く
、

育

児
・

家
事
を
天

職

と

し
て
，

就
職
も

短
期
間
雇
用
を

当
然
の

こ

と

と
し
て
、

腰
掛
け
的
職

業
意

識
を

も
つ

こ

と

が

期
待
さ
れ
て

い

る
。

ま
た
た

と
え

四
年
制
大
学
に

進
学
し

て

も
、

文
学
部
に

集
中
し

て
、

ど

う
せ

卒
業
し
て

も
一

生
仕
專
を
続
け
る
つ

も
り
は

な
い

の

で
、

特
に

学
問
に

身
が
入
ら
な

く
て

も．

教
養
を
身
に

つ

け
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れ

ば
よ

い
。

四

年
制
大
学
の

卒
業
生
は

、

就
職
に

当
っ

て

は

社
会
か

ら
余
り

歓
迎
さ
れ
な
い

と
い

っ

た
ス

テ

レ

オ
・

タ

イ

ブ
が

い

つ

の

間
に

か

出
来
上
っ

て

い

る
。

こ

の

イ

メ

ー

ジ

形
成
に

は
、

女
子
学
生
自
身
が
つ

く

り
出
し

た

と

い

う
よ

り
、

彼
女

を
と
り
ま

く

社
会
が

、

主
と
し

て

産
業
界
の

要
請
と

教
育

体
制
が

結
び
つ

い

て
、

そ
れ

ら
が

中
心

的
勢
力
と
な
っ

て

イ

メ

ー

ジ

作
り

を

助
け
た

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

4

女
子

学
生
の

大

学
評
価

　

少
し

極
端
な
事
例
で

あ
る
か

も
し

れ

な
い

が
、

あ
る

著
名
な

大
学
の

女
子

学
生
が

、

座
談
会
の

席
で

、

次
の

よ

う
な
発
言
を

し
た

。

「

日

本
の

大

学
は

、

入

学
試
験
さ

え
通
れ
ば

、

あ
と

は

家
で

寝
て
い

て

も

卒
業
で

き
る

仕
組
で

、

文
学
部
を

卒
業
し

た

時
に

、

先
生
に

『

四

年
間
何

を
し

た

か

覚
え

て

い

な

い
。

馬
鹿
に

な
る

た
め

に

大
学
に

居
た
よ

う
だ

。

』

と
い

い

ま
し
た

ら
、

『

そ

こ

に

気
が

付
い

た
だ

け
で

も
卒
業
の

資
格
が

あ
る
』

と

云
わ
れ

ま

し
た
が

納

得
が

ゆ
き
ま
せ
ん

で

し
た

。

（

23
）

」

こ

の

よ

う
な
経
験
は

特
殊
な

も
の

で

あ
ろ

う
が

、

と

に

か

く
こ

う
感
じ
て

い

る

学
生
の

い

る
ご

と
は

確
か

で

あ
る
と

考

え
て

い

た
と

こ

ろ
、

池
田

諭
に

よ

る

「

女
子
大
学
（

42
）

」

は

こ

れ

に

類
似
し

た
、

大
学
に

対
す
る

批
判
に

満
ち

て

い

る
の

に

驚
い

た
。

教
授

、

大
学
に

対

す
る

憎
し
み

、

弾
劾
ま
で

述
べ

ら
れ
て

い

る
。

教
授
側
の

学
問
に

対
す
る

情

熱
、

意
欲
の

欠
如

、

学
生
不

儔
、

▼
学
生
に

対
す
る

期
待
の

欠
如
が
は

ね

返
っ

て
、

学
生
の

教
授
に

対
す
る
不

信
、

期
待
の

欠
如
に

変
っ

て
い

る
。

教
師
と

学
生

と
の

間
に

わ
だ
か

ま

る

深
い

ミ

ゾ
は

、

教
授
と

学
生
の

間
の

個
人
的
接

触
の

な
さ
が

そ
の

原
因
の
一

つ

で

あ
ろ

う
が

、

相
互
に

求
め

合
う
も
の

を
も

た
な
い

、

バ

ラ
バ

ラ

な

状
態
で

あ
る
と

述
べ

て
い

る
。

ま
た
大

学
に

対
す
る

不
満

、

講
義
に

対
す
る

不

満
、

大
学
に

対
す
る

絶
望
感
が
ま

ざ
ま

ざ
と
み

ら

れ
る

。

　

さ
て

、

短
期
大
学
に

対
し
て

は
、

ど
の

よ

う
な

評
価
を
し
て

い

る

か

と
、

い

う
と

藤
井
治
枝
に

よ

る
「

こ

れ

か

ら
の

女
性

と

女
子

教
育（
25
）

」

に

あ

ら

わ
れ
た

も
の

も
、

女
子
大

学
に

劣
ら

ず
、

短
大
に

対
し
て

否
定
的
な
意
見
が

多
い

。

「

世
間
の

学
歴

重
視
主
義
の

た
め

に

生
ま

れ
た

金
も

う
け
主
義
の

中

途
半
端
な

教
育
」

と

短
大
を

批
判
し

、

短
大

改
革
論
か

ら
、

短
大
不
用
論

、

短
大
廃
止
論
ま
で

が

短
大
生
の

声
と

し

て

出
さ
れ

て

い

る
。

も
っ

と

も
こ

の

調
査
は

サ
ン

プ
ル

数
の

少
な
い

こ

と
か

ら
、

短
大

女
子
学
生
の

代
表
的
な

意

見
と
い

え
る
か

ど

う
か

疑
わ
し

い

が
傾

聴
に

値
す
る

。

な
お

「

将
来
自
分
の

娘
を

短
大
に

入
れ

た
い
」

と

望
ん

で

い

る

も
の

は
、

藤
井
氏
の

調
査
に

よ
る

と
、

僅
か

五

〜
六

％
で

あ
り

、

共
学
大

学
へ

の

進
学
を

望
ん

で

い

る

も
の

が

多
い

。

と

こ

ろ
が

短
期
大
学
の

経

営
者
は

、

「

勿
論

、

教
養
と

い

う

面
に

お

い

て

二

年
コ

ー

ス

よ

り

四
年
甲

ー

ス

が

よ

い

の

は

き
ま
っ

て

い

る
。

し

か

し

結
婚
と

い

う

年
令
的
な

問
題
と

か

み
合
っ

た

時
に

、

二

年
コ

ー

ス

に

軍
配
を

あ
げ

、

更
に

経
済
的
負
担
は

四

年
コ

ー

ス

の

半
額
で

す
む
と

い

う

点
に

、

短

期
大
学
が

現
実
に

立

脚
し

た

女
子
高
等
教
育
の

未
来
鱇
で

あ
り

理
想
豫
で

あ

る
と

断
言

す
る

も
の

だ
。

（

26
）

」

と
、

自
己

満
足
に

陥
り

、

量
的
膨
脹
即
ち

短

期
大
学
の

魅
力
と
勘
違
い

し

て

お

ら
れ
る

が
、

女
子

学
生
の

生
の

声
を

反
映

し
た

経
営
が
な

さ
れ
る
こ

と
を

期
待
す
る

。

　
大

学
に

対
す
る
評
価
を

、

少
し

違
っ

た

角
度
か

ら

行
い

、

女
子
大
学
に

つ

い

て

ど
の

よ

う
に

感
じ

、

具
体

的
に

良
い

点
、

悪
い

点
を

指
摘
さ

せ

た

結

果（
27
）

、

女
子
大
学
の

良
い

点
と
し
て

は
、

「

異
性
の

こ

と

に

わ
ず
ら
わ
さ

れ

ず
勉
学
に

専
念
で

き
る
」

「

女
性

と
し
て

の

能
力
・

個

性
を
伸
ば
せ

る
」

「

家
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庭
的
で

落
ち
つ

い

た

雰
囲
気
」

な

ど
が

、

一

位
か

ら
三

位
ま
で

を

占
め

、

反

対
に

悪
い

点
は

、

「

視
野
が

せ

ま
く

な
る
」

「

意
欲
に

か

け

活

気

が

足

り

な

い

」

「

異
性
に

対
す
る

認
識
不
足
」

「

学
問
研
究
の

意
志

、

意
欲
を

み
た

せ

な

い
」

な

ど
が

上

位
を

占
め

て

い

る
。

ま

た

女
子
大
学
の

み

な

ら

ず
、

共
学
大

学
の

女
子

学
生
を
も

対
象
に

し
た

別
の

調
査
（

28V

に

よ

る

と
、

共

学
大
学
の

よ

い

点
は
、

「

男
女
の

意
識
よ

り
入

間
と
し

て

成

長
が

で

き
る
」

「

視
野
が

広
く

な
る
」

「

学
問
的
刺
激
が

大

き
い
」

な
ど

を

選
び

、

女
子

大
学

の

利

点

は
、

「

女

子
に

適
わ
し
い

学
科
が

あ
っ

て
、

女
子
の

個

性
を
伸
ば
し

や

す
い
」

「

同
性
の

友
人
汐

得
や

す
い
」

「

男
女
の

意
識
よ

り
人

間
と

し

て

成

長
で

き

る
」

な
ど
と

し
て

い

る
。

ま

た

悪
い

点
、

困
る

点
と

し
て

、

共
学
大
学
で

は
、

「

女
子
の

た
め

の

設

備
が

と
と

の

っ

て

い

な
い
」

「

就
職
に

際
し
、

女
子
に

対

す
る

配
慮
が

少
な
い
」

を

挙
げ

、

女
子
大

学
で

は
「

視
野
が

せ

ま

く
な

る
」

「

学
問

的
剌
激
が

少
な
い
」

を
集
中
的
に

困
る

点
と

し

て

い

る。

こ

れ
ら
の

調
査
か

ら
、

女
子
大
学
の
一

つ

の

傾
向
が

み

ら
れ
る

。

す
な
わ

ち

女
子
学
生

は
、

女
子
大
学
を

、

女
性
と
し
て

の

能
力

、

個
性
を

伸
ば
し

や

す
い

場
で

あ

る

と

評
価
し

な
が

ら
、

視
野
が
せ

ま
く
な

り
、

学
問

的
意
欲、

刺
激
が

少
な

い

と
し
て

い

る
。

　一

方
、

共
学
大
学
は

、

女
子
大
学
の

欠
け
て

い

る

点
を

補

う
意
味
で
、

視
野
が

広
く
な
り

、

学

問
的
刺
激
が

大
き

い

と

評

価
し

な

が

ら
、

設
備
の

点
で

不

便
が

あ
っ

た
り
、

学

生
指
導
の

面
で

就
職
に

つ

い

て

配

慮
が

乏
し

い

と
し

て

い

る
。

後
者
の

調
査
に

お

い

て
、

中
学
・

高
校
・

大
学

を
通
し

て

純
粋
に

共
学
校
に

在
学
し
た

も
の

、

三
二

四

名
と

中
．

高
・

大
を

通
し

て

純
粋
に

女

子
校
に

在
学
し
た

も
の
一

四
二

名
を

比

較

し
、

「

も
し
、

女
の

子
が

い

た

ば
あ
い

、

女

子
大
を

選
ぶ
か

、

共

学
大

学
に

進
学
さ

せ

る

か
」

を
尋
ね

た

と
こ

ろ
、

生
粋
の

共
学
組
は

六
三
・

七
％
が

共

学
大

学
を
志

向
し

て

い

る

の

に
、

生

粋
の

女

子
校
組
は

女
予
大
学
へ

と
い

う
も
の

は
一

〇

％
に

過
ぎ
な
い

。

そ
の

他
の

デ
ー

タ

を

総
合
し

て

み

て

も
、

数
年
前
の

調
査

で

あ
り

、

共

学
大
学
は

設
備
の

点
で

不

備
で

あ
り
な
が

ら
も

、

共
学
大
学
に

対
す
る
評
価
の

方
が

女

子
大
学
に

対
す
る
よ

り
か

な

り

高
い

よ

う
で

あ
る
。

5

女
子

学
生

の

専

攻
と

職
業
の

問

題

　
過
去
十
八

年
間
の

専
攻
別

女
子
在
学
生
の

推
移
を

大
学

、

短
大

別
に

眺
め

て

み
る

と

（

第
10
表
参
照
）

、

大
学
に

お

い

て

は
、

在
学

生
の

数
が

、

十
八

年
闘
に

八
・

三
五

倍
に

膨
脹
し

て

い

る
の

に

対
し

て
、

増
加
率
が

そ
れ

を

下

廻
る

専
攻
分
野
は
、

教
員
養
成
（

三
・

五

九
倍
）

，

家
政
（

七
・

六
二

倍
）

、

看
護

、

医
歯
学
（

七
・

六
八

倍
）

で

あ

り
、

理
学
部
は

総
数
の

増
加
と

殆
ん

ど

変
ら
な
い

。

最
も
膨
脹
率
の

高
い

の

は
、

法
政

商
経
学

部
で

あ

り
、

二

三
・

七

二

倍
と

な

り
、

そ
れ
に

つ

づ

く
の

は
、

芸
術
の
一

八
・

四

三
倍
で

あ

る
。

文
学
部
は

も
と
も
と

専
攻
す

る
学
生
が

多
い

の

で
、

増
加
率
は

特
に

顕

著
で

は

な
い

が
、

約

二
二

倍
に

増
え

、

大

学
の

女

子
学
生
全

体
の

三
七
・

八

％
を

占
め
て

い

る
。

（

第
5
図
参
照
）

工

学
、

農
学
は

、

増
加

率
は

高
い

が

占
め

る

割
合
は

極
め

て

小
さ
い
。

　

短
期
大

学
に

つ

い

て

は
、

女
子
学
生
数
は

、

十
八

年
間
に

十
四
倍
に

増
加

し

て

い

る

の

に

対
し

、

特
に

膨
脹
率
の

大
き
い

の

は
、

教
員
養
成

（

過

半
数

が

幼
稚
園
教
員
）

が

九
四
倍
に

増
加
し

、

そ
れ

に

次
い

で

芸
術
・

看
護
が

約

五
七

倍
に

な
っ

た
。

家
政
科
専
攻
は

全
体
の

四
二

％
を

占
め

る
が

（

第
6
図

参
照
）

，

昭
和

36
か

ら

41
年
ま
で

の

間
に

急
増
し
た
が

、

最
近
三

年
間
は

横

ば
い

状
態
を
保
っ

て

い

る
。

文
学
専
攻
は

二

二
・

四

％
を
占
め
、

家
政

専
攻

に

次
い

で

い

る
が

、

家
政
と

同

様
の

増
加
傾
向
を
示
し

、

昭
和
％

年
か

ら
41
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年
ま

で

の

間
の

急
増
に

対
し

最
近
は

横
ば
い

状
態
を

示
し
て

い

る
。

大

学
・

短
大
の

女
子
学
生
の

専
攻
傾
向
を

図
1
・

図
2
に

よ
っ

て

み

る

と
、

大

学
に

お
い

て

は
、

人
文
科
学
・

教
育
・

社
会
科
学
・

家
政
の

順
に

な
っ

て

お
り

、

関係学科別学生数 の 割合 （学部 ）図 5

工

（昭和 44年度学校基本調査）

関係学科別学生数の 割合 （本科）
一

短期大学図 6

短
大
に

お

い

て

は
、

家

政
、

人

文
科
学

、

教
育

、

社
会
科
学
の

順
に

な
っ

て

い

る
。

　
一

方
昭

和
44
年
3
月

現
在
で

、

就
職
の

状
況
を

眺
め

る

と
、

大

学
に

お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

は
、

卒
業
生
の

六
一
・

　　

　　
入

（昭和 44 年度学校基本調査）

四
％
が

就
職
し
て

い

る
。

（

第
9
表

、

第
11
表
参
照
）

そ
の

う
ち

、

四
二
・

三

％

が

教
員
と

な

り
、

次
い

で

二

九
・

二

％
が

事
務
従
事

者、

七
・

七

％
が

医
療
保

健
技
術

者
と

な

っ

て

い

る
。

短
大
に

お

い

て

は、

卒
業
生
の

六
五
・

四

％
が

就
職
し
．

そ
の

う
ち

四
七

・

五

％
が

事
務
従
事
者

、

二

〇
・
一

％
が

教
員

、

　一

〇
・

一

％
が

医
療
保
健
技

術
者
と
い

う
割
合
に

な
っ

て

い

る
。

分
類
の

内
容
的

な

相
違
は

、

大
学

卒
の

教

員
の

う
ち

、

約
半
数
は

小

学

校
教
員
次
い

で

高
校
教

員
が
二

〇
％
と

な
っ

て

い

る

が
、

短
大

卒
は

幼
稚

園
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表 9　女子学生の 卒業後の 進路

区 分 1 計 進学者　 就職者 響靴 プ 鰈 者 そ ・ 他

　　　 （昭 44．3）
短　大
　　　 （昭 45．3）

　　　 （昭 44．3）
大　学
　　　 （昭 45．3）

大学院 （昭 44，3）

修　　士 　（昭 45．3）

大学院 （昭 44・3）

博 土 （昭45．3）

94 ，
895　　　2 ，491　　 62，

127

99 ，518　　　2 ，500　　　68 ，201

141312 　 　 24 ，776　　 5 ，390
− 　　　22 ，990　　　5 ，

593

40
，
800　　　1， 146　　25．057

48 ，769　　　　　979　　29
，
157

24　　　　118　　　10 ，
870　　　3 ，565

33　　　　230　　13，229　　　5 ，141

566　　　 153

773　　　 174

255287 135213 11299

151174 008q

ゾ

7°
」
4

尸
D

【

D

4013

（学 校基本調査）

　　　　　　　　　　　　 表 10 （a）

大 学専攻 分野別女子在学者 （昭和 26年の 在学 者数を 100 とす る）

区 分 匿 文学 離曝 工 学 農学 騨 蘿家政 体育 靉 芸術 擁

昭和26年

161234

＾

3344

．

44

100　 100　 100100

231　　 326　　216　189

326　　　537　　　327　322

600　1 ，135　　827　594

688　1，313　1 ，011　704

774　1，2292 ，088809

100　 100

364　　153

371　 319

599　　853

777　1，068

870　1 ，
341

835　1 ，
290　2 ，372　834　1 ，088　1 ，

584

100　
−

351100

380100

601104

665123

　 700

　 768

100　　 100　 100　 100　 100

270　　　141　 144　　313　 233

291　 4 ，900　　181　　633　　266

543　17 ｝800　239　1 ，254　 379

630　22 ，600　　256　1，455　　437

705　　　　　　338　　1 ，691　　890

762　　　　　　359　　1 ，843　　975

　　　　　　　　　　　　表 10 （b）

短大 専攻分野女子在学者 （昭和26年の 在学 者数を 100 とす る ）

分区 1 計 文学 離驛 工学 舞
歯

馥 家政 薯 馨農芸術 鱶

昭和
　26年
　 31

　 36

　 41

　 42

　 43

　 44

100285407994100　 100100 　 100100

205　　253　153　　581　233

321　　　440　　96　1，437　325

825　1 ，298　324　3 ，775　687

1 ，236　1 ，006　1 ，513　702　4 ，050　813

1，354　　939　2 ， 170　110　4 ，206　710

1，4001 ，0022 ，2731324 ，119725

一 （昭
孺 ・・・ ・・・ … 1・・

− 　　　302　　　305　528　　　644　　　606
− 　　　541　　 386　543　2 ，873　1 ，565
− 　　　636　　　877　803　11 ，682　2 ，684
− 　　　906　1 ，032　923　17 ，412　3 ，755

− 　4，767　1 ，037　　　8 ，576

− 5 ，6321 ，017 　　 9 ，383

100374

5 ，2311 ，692

5 ，762　1，678

（学校基 本調 査 よ り計算す る）
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大 学 院
（博士 ）％

80（100．0）

79　（98．7）

表 11 女子学生職業別就職者数 （昭 和44年 3 月）

「　 短 大 ％
1

大 学 ％
大 学 院
（修士）％

162・238（1… 1）

苣　「　24 ，312　（39．1）

25 ，081（100．0）　 255（100，0）

15
，027　（60．0）　　222　（87．1）

（73．7）

10　（4．0）

3i
一

5
（74．5）

1
，
002　（4 ．0）

剿
、ギ

　 647129

　　1

　 4

　　338　　（0 ，6）

鄰
1 ，，；哉
謝

ll9
鶸

　　墾

（7．7）

（1．4）

（1．2）

（0．5）

（2 ．9）

（O．3）

7 ，333　（29．2）

　 885

　 6891

，083

（3．5）

（2 ．7）

（4．3）

　1

　1

　110

　1

　8

25

（O．4）

（O ．4）

（0．4）

（4．0）

（O．4）

（3 ．1）

（9 ．7）

8　（31 ）

14　（17．5）

4

2

（5．0）

（2．5）

1 （1．3）

（学校基本調査 よ り計算す る）

6
，
8221

，
732

4 ，7531

，550

　　637

1
1
1
（’°°’）

　　 269

　　　 454

，
177

　　　壁
29 ，5433

，6501

，4173

，229

（1．0）

（0．4）

（0．1）

（7 ．4）

（0．1）

（47．5）

（5．9）

（2．3）

（5．1）

職 業

　 　 計

専 門 技 術 的 職 業

　 技 　 術 　 者

　 小 学 校 教 員

　 中 学 校 教 員

　 高 等 学 校 教 員

　 大 学 教
匸
員

　 幼 稚 園 数 員

　 そ の 他 教 員

　 医師 ・歯科医師

　 薬 　 剤 　 師

　 栄 　 養 　 士

そ の 他医 療保健技術

　 芸術家 ・芸能家

　 研 　 究 　 者

　 記 者 ・編集者

　 そ の 他 専門職

管 理 的 職 業

事 務 従 事 者

販 売 　 　 〃

サ 　ー　 ビ 　 ス 　業

教
員
が

過
半
数
を

占
め

、

次
い

で

小
学
校
教
員
が

約
二

〇
％
を
占
あ

て

い

る
。

医
療
保
健
技
術

者

は
、

大

学
の

ば

あ
い

は

薬
剤
師
が

六
五

％
を

占
め

て

い

る
が

短
大
の

ば
あ
い

は
栄
養
士
が

七

〇
％
を

占
め

て

い

る
。

因
み
に

、

大
学
院
修
士

、

博
士
課

程
の

卒

業
生
を

み
る

と
、

そ
れ
ぞ
れ
七

〇
％
以
上

が

教
員
と

な
り
、

修
士

程
課
に

九
・

七
％
の

事
務

従
事
者
が

あ
る

が
、

当
然
の

こ

と

な
が

ら
、

修
士

課
程
は

八
七
・
一

％
、

博
士

課
程
は

九
八

。

七

％

が

専
門
技
術
的
職
業
従
事
者
で

あ

る
。

し
か

し
、

量
的
に

は

極
め

て

少
数
の

卒
業
生
で
あ
り

、

昭
和

44
年
3
月
の

修
士
課

程
卒
業
生
の

数
は

六
五
六

名

で
、

就
職
者
は

そ
の

う
ち

の

三

九
％
を

占
め
、

無

業
者
は
一

三
五

名
で

あ
る

。

博
士

課
程
は

、

卒
業

生
一

五
一

名
中

、

就
職
者
八

〇
名
で

無

業
者
五
七

名
と

な
っ

て

い

る
。

こ

れ

ら
の

女
子

卒
業
生
の

数

は

男
子
と

比
べ

て

極
め

て

少
く

、

修
士
課
程
で

は

七
・

六

％、

博
士
課
程
で

は
五
・

四

％
に

相
当
す

る
。

無
業
者
も
相
当
高
い

割
合
に

な
る

が
、

こ

れ

故
に

社
会
的
還
元
が

出
来
な
い

と

き
め

つ

け
る

こ

と

は

出
来
な
い

。

何
故

無
業
で

あ

る
の

か
。

専
攻

を

生
か

す

適
職
が

す
ぐ
見

当
ら
な

い

為
で

あ
る

か

も
し
れ

な
い

。

大
学
院
修
了
者
は

、

極
め

て

少
数

な
が

ら
、

教
育
階
梯
の

ト
ッ

プ
を

占
め

る

だ

け
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女子高等教育 の 社会学的一考察

表12　学校種別女子教 員の 割合

小学 　青年 　中学 高等女 実業　師　　専門
校　　栄 校　校　　学 校　 堂 校　学校　学校 藩 議 鑑 趨 樋

28，1　 38．6　　 0．0　　58、1　　 8．4　　13。6　　 2 。8 14．9　77．8　 18．2　37．2

32．5　　42．1　　0．1　　56．2　　　7量5　　13．4　　3．0　　　− 　　12．5　　65．0　　17．2　　35 ．3

33．0　　43．5　　　0 ．2　　47 ．8　　　8 ．4　　11．4　　　4．0　　0．02　　12．0　　　5．7　　20．1　　30．1

32．0　　37．5　　　0．2　　46．8　　11．6　　　9。5　　　7，5　　0．03　　　9，4　　　8．4　　24．1　　28．6

31，3　15．7　　0．1　45．6　14。2 　　9 ．3　　7．7　0．03　　8．3 　35 ．3　26 ．0 　28．2

39．9　　17．3　　　0．1　　46．8　　13．9　　10．1　　7．5　　0．03　　11．2　　　− 　　29．0　　28．1

54 ．3　25．0　　  ．0　　47．8　　14．2　　12．4　　5 ．7　 0．13　　16．6　　3．3　 34 ．6　 27 ．0

49．0 9．9　2，15　16．7 76．3

区州
大正 4

　　　　9

　　　 14

昭和 5

　　　 10

　　　 15

　　　 20

　　　 25

学種唇
校

幼稚園

76．375

。671

．860

．660

．1

93．491

。692

．192

．893

．7

区州 小轍 中轍 蟇
騨

蝉 駄 瓣 騨

昭和25

　 　 30

　 　 35

　 　 40

　 　 45

49．0　　　　23．5　　　　18．4

46．5　　 22 ．9 　　　17．6

45．3　　　21 ．7　　　17。1

48．4　　　25 ．3　　　 17．2

50．9　　　26．5　　　16．7

5．6　　 28．2　　　　−

5 ．2　　3G．4　　　−

6 ．1　 35．2 　　　−

7．4　　 38 ．1　　　 0 ．7

8．5　 39．6　　 0．5

41．340

。840

．642

．6

〔文部省一 日本の 教育統計 （明治〜昭和）昭和 46年 4 月〕

に
、

重
要
な

問
題
を

含
ん

で

い

る
が

、

今
回
の

考
察
か

ら

は

割
愛
し

て
、

後
日

十
分
に

分
析
を

深
め

た
い

と

考
え

る
。

　
無
業
者
を
み

る

と

女

子
は

男
子
に

比
し

て

遙
か

に

多
く

、

ま
た

過
去
に

お

い

て

は

四

年
制
大
学
よ

り

短
大
卒
に

無
業
者
の

割
合
が

多
か

っ

た

が
44

年
3
月
に

は
、

四

年
制
大
学
の

方
が

○
・

五

％
短
大
卒
業
生
よ

り

も
増
え

て

い

る
。

も
っ

と

も
多
く
無
業
者
の

み

ら
れ

る

専
攻
分
野
は

、

私
立

女
子

大
学
の

家
政
学
専
攻
者
で

五

〇
％、

文

学
専
攻
者
三
七

％
で

あ
る

。

短

期

大
学
は

家
政
学
専
攻
者
三
五

％
、

文
学
専
攻

者
三

〇
％
と

な
っ

て

い

る
。

大

学
卒
業
生
の

就
職
希
望
者
は

八

〇
％
を

超
え
（

29
）
て

い

る

が
、

景
気
調

整
の

ク

ッ

シ

・

ン

と

し

て
、

男
子
の

補
助
的
役
割
を
つ

と

め

る

ば
あ
い

が

多
い

の

で
、

変
動
の

幅
は

大

き
い

の

で

あ
る

。

　
関
口

礼
子（
30
）

に

よ
る

調
査
の

結
果
を

み

る

と
、

専
攻
の

選
択
を

将
来

の

職
業
と

結
び
つ

け
て

考
え
る

傾
向
は

理

学
部
が

最
も
高
く

、

文
学
部
が

最
も

低
い

。

「

あ
な

た
は

特
定
の

職
に

つ

き
た

く

て

そ

の

専
攻
を

選
ん

だ

か
」

と
い

う

問
に

対
し

、

「

全
く
そ

う
で

あ
る
」

と

答
え

た

も

の

は

全

体

の

四
・

三

％
で

あ
り

、

「

そ
う
で

な
い
」

と

答
え

た

も
の
L

五
一
・

九
％

に

も
上
っ

て

い

る
。

「

将
来
を

考
え

る
と

適
わ
し

い
」

の

でF
そ

の

学
科
を

選
ん

だ

も
の

は
、

家
政
学
科
に

多
い

。

こ

の

「

将
来
を

考
え
る
と

適
わ
し

い
」

と
い

う
の

は

恐
ら
く

結
婚

後
家
鷹
人
と
な
っ

て

専
攻
が

生
か

せ

る

と

い

う
音
心

味
を

多
分
に

含
ん

で

い

る
も
の

ど

考
え
ら
れ
る

。

吉
田

昇
（

31
）

は
、

専
攻
の

科
目

と

現

実
の

就

職
と

の

間
の

ギ
ャ

ッ

プ

に

つ

い

て
、

先
ず

　
カ

ル

チュ
ラ

ル

ラ

ツ

グ

「

文
化
的
遅
滞
一

に

よ

り
説
明
を

行
っ

て

い

る
。

女
子
の

高
等
教
育
機
関

が

職
業
と

深
い

か

か

わ
り
を

も
た

な

か

っ

た

時
代
か

ら
の

債
統
的
な

専
攻

の

ワ

ク

が
、

産
業
構
造
が

大
巾
に

変
革
し

た

宇
宙
時
代
に

及
ん
で

も
殆
ん
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ど

そ
の

ま
ま

設
置
さ
れ

、

新
し

い

科
目
の

整
備
が

十
分
行
わ

れ
て

い

な
い

。

の

み

な

ら
ず

、

資
本
主

義
経
済
の

し
わ
よ

せ
を

最
も

直
接
的
に

蒙
っ

て

い

る

の

が

女
子
で

あ

り
、

景
気
調
整
の

ク
ッ

シ

・

ン

的
役
割
を

果
た
さ
し

め

ら
れ

て

い

る
。

そ
れ

故
専
攻
と

関
係
な
く

職
業
を
選
ぶ

傾
向
が
一

般
化
し

て

男
女

間
の

賃
金
格
差

（

32
）
を

生
ず
る
一

因
と

も
な
っ

て

い

る

と

述
べ

て

い

る
。

　
昭
和

33

年
に

行
な
っ

た

調
査
（

33
）

に

お

い

て
、

当
時
二

十

五
才
か

ら
五
十

五
才
の

、

亠
局

等
教
育
を

受
け

、

結
婚
し
て

職
業
に

就
い

て

い

る

窪
た

は

就
い

た

経
験
の

あ
る

女
子
二

〇
七
一

名
か

ら
の

回

答
に

よ

る

と
、

「

専

攻
は

役
立

っ

て

い

る

か

と
い

う
問
に

対
し

て
、

「

非
常
に

役
に

立
つ
」

と

い

う
率
が

最

も
高
い

の

が
、

医
学、

薬
学
の

八

四
・

八
％

、

次
に

音
楽
七
七
・

九
％、

第

三
位
は

外
国
語
六
五
・

四

％
と

な
っ

て

い

る
。

こ

れ

を
旧

制
と

新
制
と
を

比

べ

る
と

、

新
制
大
学
の

ば

あ
い

は
、

「

非
常
に

役
立
っ

て

い

る
」

が

減
り

、

「

か

な

り
役
に

立
つ
」

「

普
通
」

「

あ
ま

り
役
に

立
た

な
い
」

が

や

や
増
加
し

て

い

る
。

こ

れ
は

恐

ら
く

急
増
し

た

大
学
卒
の

女
子

学
生
が

進
出
す
る

職
業

分
野
が

拡
大
し

、

特
に

事
務
従
事
者
が

増
え

、

専
攻
と

大
し
て

関
係
の

な
い

職
場
へ

も
進
出
し

て

い

く
た
め

で

あ
ろ

う
。

女
子
の

大

学
卒
業
生
の

専
門
的

職
業
へ

の

就
職
は

年
々

き
び
し
さ
を

増
す
よ

う
で

あ
る
。

貴

島
操

子
（

34
）

の

調
査
に

よ
っ

て

明
ら
か

に

さ
れ

た

こ

と

は
、

大
学

卒
の

女
子
に

対
し
て

企
業

の

評

価
が

低
く

、

敬
遠
さ
れ

勝
ち

で

あ
る

こ

と

と
、

大

学
卒
の

女
子
自
身
の

職
業
観
の

安
易
さ
と

低
迷
状
態
で

あ
る

。

　
女
子
の

適
職
の

問
題
に

つ

い

て
、

教
職
に

つ

い

て
一

言
ふ

れ
て

お

く
。

短

大

卒
業
生
は

四
七

・

五

％
が

事
務
職
に

従
事
す
る

が
、

教
師

も
二

〇
・

一

％

を

占
め

第
二

位
と
な
っ

て

い

る
。

大
学
卒

、

大
学

院
卒
は

教
師
が

最
高
の

率

を
保
ち

大
学
卒
は

四
二
・

三

％
で

あ

り
、

大
学
院
は

七
五

％
に

近
い

。

も
っ

と

も

女
子
の

適
職
は

男
子
に

振
り

向
か

れ

な
い

よ

う
な

職
業
と
い

う
定
評
が・

あ
り

、r

女
子
が

多
く
な
る

と

専
門
性
が

低
下
し

、

賃
金
が

安
く
な
る

傾
向
が

み

ら
れ
る

。

「

女
教
師
時
代
へ

加
速
」

と
い

う

見
出
し

で
、

親
聞
は

小
学
校

教
員
の

女
子
の

比

率
が
五
一

・

七

％
と
な
り

、

女
性
校
長
が

二

百
二

十
五
人

に

ふ

れ
た

こ

と

を

報
じ
て

い

る
。

（

朝
日

新
聞
昭
和
46
年
9
月
1
日
）

勿
論

、

人
数
の

多
少
に

よ
り

、

適
職
か

否
か

が

定
ま

る

わ
け
で

は

な
い

。

適
職
は

時

代
の

進
展
と

共
に

刻
々

変
る
も
の
、

ま
た
個
人
の

特
性
に

よ

り

変
る

も
の

で

あ
ろ

う
。

末
開
拓
の

専
門
分

野
を

女
子
の

為
に

適
職
化
し
て

い

く

努
力
が

稽

み
重
ね

ら
れ
な

け
れ
ば

、

い

つ

ま
で

も
産
業
予

備
軍
的
性
楕
か

ら
脱
却
出
来

な
い

で

あ
ろ

う
。

6
　
女

子
蒿

等
教
育
へ

の

反

省

　

敗
戦
と

共
に

、

過
去
の

遺
物
と

な
っ

た

筈
の

「

良
妻
賢
母
主
義
」

が
高
度

経
済
成
長
の

波
に

乗
っ

て
、

再
び

顕
在
化
し

て

き
た

。

か

つ

て

「

良

妻
賢
母

主

義
」

は
、

日

本
の

資
本
主

義
経
済
の

バ

ヅ

ク

ボ

ー

ン

と
し

て
、

体
制
維
持

に

力
を

貸
し

、

性
に

よ

る
差

別
教
育
を

当
然
の

こ

と
と
し

て

受
容
さ
せ

、

女

子
が

人

間
と
し

て

そ
の

能
力
を

発
揮
す
る

こ

と

す
ら
妨
げ

、

職
業
に

お
い

て

自
己
実
現
を

遂
げ
よ

う
と

す
る

意
欲
を

そ
い

で

来
た

。

そ
し

て

女
性
の

地

位

を

従
属
的
な
立

場
に

追
い

こ

み
、

女
性
は

国
家
の

進
む
べ

き
方
向
に

つ

い

て

は

何
ら

決
定
権
を

も
た

ず
、

艮

本
が

軍
国
主
義
へ

驀
進
し

て

い

っ

た
こ

と
は

記
憶
に

新
た

で

あ
る

。

そ
わ
に

も
か

か

わ
ら

ず
、

し
か

も

脱
工

業
化
社
会
に

お

い

て
、

消
費
革
命
・

家
族

革
命
・

社
会
革
命
が

相
次
い

で

起
り

、

異

質
の

社
会
が

出
現
し

つ

つ

あ
る

時
に

、

当

然
女
子
の

果

す
べ

き
役
割
も

変
化
し
て

い

る

筈
で

あ
る

の

に
、

保
育
施
設
の

完
備、

保
障
鰯
度
の

確
立
は

棚
上
げ
し
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て
、

再
び
古
色
蒼
然
と
し
た

「

良
妻
賢
母
主

義
」

を

打
ち
出
し

て

来
た

の

ば

ど

う
い

う
こ

と
で

あ
ろ
う
か

。

　

筆
者
の

考
察
し

た
結

果
を
ま
と
め

る
と

、

第
一

に

女
子
高
等
教
育
に

対
し

て

無
策
無
方

針
の

結
果
で

あ

ろ

う
と

考
え

ら
れ
る

。

国
と
し
て

女
子
高

等
教

育
を

社
会
全

体
の

問
題
と

し

て

ど
の

よ

う
に

推
進
し
て

い

く
か

に

つ

い

て

は

何
ら

具
体
的
な

計
画
が
出
さ

れ
て

い

な
い

。

男
女
共
学、

機
会
均
等
の

た
て

ま

え
で

も
、

決
し

て

女
子
を

男
子
と

同
等
に

扱
っ

て

い

な

い

こ

と

は
明
ら
か

で

あ
る

。

女

子
高
等
教
育
は

私
立
ま
か
せ

で

す
ん

で

い

く
と
い

う

安
易
な

考

え

方
が

文
配

的
で

行
き
当
り

ば
っ

た
り
に

、

人
数
の

増
加
に

押
し

流
さ
れ
て

い

る

の

が

現
状
で

あ

ろ

う。

そ
の

結
果
と

し

て
、

旧

来
の

「

良

妻
賢
母
主

義
」

が

復
活
し

、

好
む

と

好
ま

ざ
る

と
に

か

か

わ

ら

ず
、

女
子
高
等
教
育

は
、

ス

ー
パ

ー

パ

ワ

ー

を
も
つ

企

業
の

前
に

屈
服
せ

ざ
る
を

得
な
い

結
果
を

招
い

て

い

る
。

　

第
二

に

は

「

良
妻
賢
母
主
義
」

は
企

業
に

と
っ

て

は

極
め

て

好
都
合
な

方

針
で

あ
る

。

女
子
の

教
育
程

度
が

上
昇
し
自
己
に

め

ざ
め

る

と
、

不
熱
練
単

純
労
働
や
事
務
助
手
な
ど
を

厭
う

結
果
を

招
く
の

で
、

女
子
は

せ

め

て

短
大

位
に

と

ど
め

、

し
か

も
短
期
間
雇
用

、

合
理

化
政
策
を

施
行
し
て
、

女
子
を

企

業
の

都
合
の

よ

い

よ

う
に

駆
使
し
て

い

る
。

こ

の

よ

う
に

教
育
が

経
済
。

産

業
に

従
属
さ
せ

ら
れ
た

状
態
は

憂
う
べ

き
で

あ
る

。

四

年
制
大

学
の

女

子

卒
業
生
の

低
迷
し
た

職
業
意
識
を
批

判
す
る

前
に
、

何
故
に

彼
女
た
ち
が

こ

の

よ

う
に

な
っ

た
か

を
、

社
会
体
制
の

側
か

ら
分

析
す
る

こ

と
が

必
要
で

あ

ろ

う
。

と

い

う
の

は
、

わ
れ

わ
れ
が

屡
々

個

人
的
に

解
決
で

き
る

問

題
と

思

う

も
の

が

実
は

社
会
的
な
問
題
で

あ
る
こ

と

を
知
る

の

で

あ
る

。

　

第
三
に

考
え

ら
れ

る

こ

と
は

、

こ

の

不
安
と
危

険
に

満
ち
た

現
代
社
会
に

生
き
る

為
に

は
、

「

マ

イ
ホ

ー

ム

主
義
」

す
な

わ
ち

「

良
妻
賢
母
主

義
」

の

焼
き
直
し
に

よ

る

こ

と
が

最
も
安
易
な

方
法
で

あ
る

と
い

う
、

皮

相
的
な

認

識
を
も
つ

為
政
者
が

案
外
多
い

の

で

に

な
か

ろ
う
か

。

青
少

年
非
行

、

犯
罪

そ
の

他
の

社
会
悪
は

「

鍵
っ

子
」

な
ど

家
庭
の

不

安
定、

母
親
が

職
業
に

つ

い

て

い

る

為
に

起
る

の

で

あ
る

と

考
え

、

変
数
を
と

り

違
え
て

い

る
。

む

し

ろ

現
在
問
題
に

さ
れ
て

い

る

精
神
的
物
理

的
公
害
は

、

企

業
至

上
主

義
に

徹

し
、

人
間
の

福
祉
を

無
視
し

た

為
に

起
る

ぱ
あ
い

が

多
い

の

で

は

な
か

ろ
う

か
。

「

家
庭
と

職
業
の

両
立
」

（

35）

と
い

う

問
題
は

、

も
早
二

者
択
一

的
な

問

題
で

な

く
、

当
り

前
な

生
き

方
に

な

ろ
う
と
し

て

い

る

の

が
、

臼
本
の

み
な

ら

ず
世
界
的
な

傾
向
で

あ
ろ

う
。

こ

の

相

矛
盾
す
る
二

つ

の

生
き

方
が

、

両

立
し

得
る

可
能
性
が

あ
る
こ

と
の

み
な
ら

ず
両
立
さ
せ

ざ
る
を

得
な
い

必

然

性
に

迫
ら
れ
て

い

る

ば
あ
い

が

多
い

と
い

う
認
識
に

立
つ

と
、

女

子
に

対
す

る

高
等
教
育
の

考
え

方
も

変
化
し

て

く
る
の

で

は
な
い

か

と

思
う

。

勿
論
こ

う
い

っ

て

も
、

女
子
全
部
が

職
業
を
も
つ

べ

き
で

あ
る

と

か
、

家
庭
を
軽
視

す
る

と

か

い

う

意
味
は

さ
ら
さ

ら
な
い

。

内
容
的
に

も
質
的
に

も
高
度
な

教

育
に

よ

り
、

埋
れ
て

い

る

可
能
性
・

能
力
・

適
性
を

最
大
限
に

発
揮
さ
せ
、

そ
れ
を

社
会
の

中
心

的
な
活
動
と

結
び

つ

け
る

と
同

時
に
、

教
育
に

よ

り

人

間
精
神
を

解
放
し

真
の

自
由
を

享
受
し

得
る

自
立
し
た

人
間
と

し

て
、

他
者

と

の

連
帯
意
識
を
つ

よ

め

つ

つ
、

こ

の

矛
盾
と

混
迷
に

満
ち

た

社
会
に

生
き

抜
い

て

い

く
と

い

う

意
味
で

あ
る

。

女
子
の

平
均
寿
命
が
七

五

才
に

近
づ

こ

う
と

し
て

い

る

時
、

子
供
が

成

畏
し
て

し

ま
っ

た

後
の

二
、

一
ご

十
年
間
を

含

め

て
、

そ
の
一

生
を
「

囚
わ
れ

の

身
］

と
し

て

で

な

く
生
き
て

い

く

為
に

は
、

「

良
妻
賢
母
」

の

鋳
型
に

は

め

こ

む

教
育
が
い

か

に

時
代
錆
誤
も
甚
し
い

か

明
白
で

あ
ろ

う、

進
学
機
会
の

拡
大、

再

教
育
制
度
の

確
立

を

推
進
し
て
、
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女
子
が

専
門
職
を
遂
行
す
る
の

に

適
わ

し
い

能
力
を
も
つ

よ

う
に

教
育
す
る

こ

と

が
、

女
子
高
等
教
育
の

重
要
な

課
題
の
一

つ

で

あ
ろ

う
と

考
え

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

国
際
基
督
教
大
学
）

〔

参
考
文
献
〕

ω
　
氷
井
道
雄
「

日

本
の

大
学
」

中
央
公
論
社

昭
和
40
年

。

冖
 

清
水

義
弘
「

教
育
改
革
の

展
望
」

東
京
大

学
出

版
会

　
昭
和
45
年。

　
　
一

六
七

頁
。

 

　
「

『

理

想
』

へ

雌
伏
四
半
世
紀
」

（

朝
日

新
聞
　
昭

和
46
年
6
月
12
日

）

 
　
田

中
寿
美
子
・

日

高
六

郎
偏
「

婦
人
政
策

・

婦
人
運
動
」

亜
紀
書
房

　
　
昭
和
44
年

　
三
一

四
頁。

 
　
ハ

ン

ナ

・

ギ
ャ

ブ
ロ

ン

（

尾
上

孝
子
訳
）

「

妻
は

囚
わ
れ

て

い

る

か
」

　
　
岩
波
新
書
　
二

〇
八

頁。

 
　
藤
井
治
枝
「

こ

れ
か

ら
の

女
性
と

女
子
教
育
」

世
界
書
院
　
昭

和
46
年

　
　
七
〇
頁。

ω
　
池
田

諭
「

女
子
大
学
」

日

本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
41
年
　
七
六

頁
。

 

g
ω・

∪
 

冨
H

言
 

舜

。
｛

＝
。

聾
『

閃
匹

g
島。

ま
♪

餌

乱

≦
 一

建
ρ

　
　
○

塗
8
。
h

国

曾

舅
δ

『
、．
O
冨
巳

茜

評
＝

癬弓

費
。一

ぎ
2冖り
霤
αq
げ

臼

　
　
国
伍
に

g
二
〇

P

お
覊．、．

 

　
前
掲
書

α¢

　
熊
本
大
学
薬
学
部
製
薬
学
科
に

お

い

て
、

女

子
学
生
の

入

学
を

規
制
し

　
よ

う
と

い

う
動
き
が

見
ら
れ

、

果
然
セ

ン

セ

ー

シ
ョ

ン

を

巻
き

起
し

た
。

00
　
「

教
育
の

時
代
t
今
日
の

女
子
教
育
」

昭
和
38

年
　
11
月
畢

。

 
　
婦
人

公
論
　
昭
和
37
年
3
月
号

。

¢9　Qn　aa　a萄　（1φ　a3    皀 　¢〜臼　皀4）　 ⇒ 

前
掲
書
昭
和
37
年
4
月

号
。

産
経
新
聞

　
昭
和
38
年
3
月
17
日

（

夕
刊
）

同
　
　
右

毎
日

新
聞
昭

和
38
年
5
月
19
日

「

教
育
の

時
代
」

昭
和
38

年
11
月

号
。

二
六

頁
。

昭
和
44
年
9
月
30
日
に

教
育
課

程
審
議
会
が

行
な
っ

た

答
申

に

よ

る

と
、

男
女
そ
れ

ぞ
れ
の

特
性
に

応
じ
た

教
育
を

進
め

る

こ

と
が

そ
の

特

徴
と
な
っ

て

い

る
。

「

男
は

男
ら
し

く
」

「

女
は

女
ら
し

く
」

と

「

男
ら

し

さ
」

「

女
ら
し

さ
」

を

強
調
し
て

い

る
。

最
近
の

婦
人
労
働
に

あ
ら
わ

れ
た
二

相
性
を
み

る
と
こ

の

こ

と

は

明
白

で

あ
る

。

（

20
才
〜
24

才
の

未
婚
労
働
力
と

、

35

才
以

後
の

中
高
年
労

働
力
の

二

つ

の

ピ

ー

ク
が

、

女
子
特
有
の

現
象
で

あ
る

。

）

柴
田
悦
子
「

若
年
定
年
制
と

働
く
婦
人
」

『

婦
人

展
望
』

昭
和
45

年
10

月
　
一

五

頁。

朝
日
新
聞
　
昭
和
44
年
10
月
21
日

筆
者
が

昭
和
42
年
に

行
っ

た

「

自
己
能
力
概
念
」

に

関
す
る

調
査
に

よ

る

と
、

中
学
三

年
生
に

つ

い

て

は
、

日

本
で

は

男
女
間
に

有
意
差
は

み

ら
れ
な
い

。

大
学
婦
人
協
会
編
「

女
子
学
生
は
こ

う

考
え

る
」

昭
和
38

年
　
七
七

頁

池

田

諭
　
前
掲
書

。

一

二

四

頁
−

＝
二

二

頁

藤
井
治

枝
　
前
掲
書
　
七
一

頁
−

七
三

頁
。

松
本
生

太
「

女

子
教
育
の

未
来
像
」

　
『

教
育
の

時
代
』

昭
和
38
年
11
月

号
。

五
四

頁。

学
生
問
題
研

究
所
「

女
子
大
生
の

生
活
意
識
に

つ

い

て

の

研
究
し

昭
和
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37
年
5
月

五

七

頁
。

 
　
大
学
婦
人
協
会
　
前
掲
書
　
五
八

頁
ー

五

九
頁

。

四

　
文
部
省
の

統
計
の

み
な
ら

ず
リ

ク

ル

ー

ト

セ

ン

タ

i
発
行
の

「

リ

ク

ル

　
　
ー

ト
」

昭
和
43
年
12
月
号
に

掲
載
さ
れ
て

い

る

「

女
子
大

生
の

就
職
意

　
　
識
」

に

よ

っ

て

も
、

女
子

学
生
の

八
一

％
は

就
職
を

希
望
し
て

い

る
。

的
　
関
口

礼
子
「

卒
業
後
12

年
目
の

生

活
」

1
女

子
大
学

卒
業
者
生
活
実
態

　
　
調
査
報
告
　
昭
和
41
年

。

五

〇
頁
−

五
一

頁
。

鋤

吉
田

昇
「

女
子
の

高
等
教
育
と

職
業
と

の

関
連
」

『

教
育
学
研

究
』

第

　
29

巻
第
1
号

。

三
三

頁
。

幽
　
男
女
間
の

賃
金
格
差
に

つ

い

て

は
、

労
動
省
ー
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

　
　
査
に

よ

る

と
、

平
均
格
差
は

四
八

・

五

（

昭
和
44
年
）

で

年
令
の

上

昇

　
　
に

伴
い

、

五

〇
才
ま

で

は

格
差
は

増
大
す
る

。

一

七

才
以

下
は

九
二
・

　
　
一

で

あ
る

が
、

四
〇
才

〜
四
九

才
で

は

四
一

・

九
に

な

っ

て

い

る
。

　
　
（

昭
和
44
年
）

聞
　
民
主

教
育
協
会
編
（

吉
田

昇
・

関
谷
嵐
子

・

氏
原
正

治
郎

・

原
喜
美
・

　
　
分

担
執
筆
）

「

女
子
の

高

等

教

育
と

職
業
お

よ

び

家
庭
の

問

題
」

昭
和

　
　
36
年

。

一

四
二

頁
。

鴎

貴
島
操

子
「

大

学

卒
女
子
の

職
業
意
識
と
そ
の

実
態
」

『

婦
人
展
望
』

　
　
昭

和
44

年
4
月

一

〇
〜

＝
頁

。

翰
　
「

家
庭
と

職

業
の

両

立
」

に

つ

い

て

は
、

民
屯
教
育
協
会
編
の

前
掲

　
　
書

、

八

八

頁
〜
一
一

九
頁

。

　
　
　
神
田

道
子
「

女
子
の

高
等
教
育
と

職
業
」

と

く
に

家
庭
と

職
業
の

両

　
　
立
を

中
心
と
し

て

『

教
育
社
会
学
班
究
』

第
20
集
な
ど

を

参
照

。
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